
第６節

第
５
期
拡
張
事
業　
主
水
源
の
転
換

昭
和
47
年
〜
平
成
４
年

（
西
暦
１
９
７
２
年
〜
１
９
９
２
年
）

地
下
水
か
ら
ダ
ムへ

尾
張
水
道
用
水
か
ら
受
水
を
開
始

　

昭
和
40
年
代
後
半
に
入
る
と
、名
古
屋
市
に
隣

接
し
た
春
日
井
市
は
大
都
市
圏
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
都
市
化
が

進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、市
の
水
道

事
業
は
創
設
当
初
か
ら
４
期
の
拡
張
事
業
を
経
て
、

多
く
の
施
設
を
整
備
し
、給
水
区
域
を
拡
大
し
ま

し
た
。そ
の
水
源
は
、す
べ
て
深
井
戸
に
よ
る
地
下

水
で
し
た
が
、こ
の
先
、都
市
化
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増

加
す
る
水
需
要
の
水
源
を
、す
べ
て
地
下
水
に
頼
り

続
け
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た

め
、事
業
開
始
以
来
、初
め
て
ダ
ム
の
水
源
を
基
盤

と
し
た
第
５
期
の
拡
張
事
業
計
画
を
作
成
し
、昭

和
47
年
４
月
に
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。た
だ
し
、

急
速
な
人
口
増
加
や
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、そ
の
後
、３
度
の
事
業

計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
２
月
、桃
山
町
に
県
水
受
水
ポ
ン
プ
場

を
整
備
し
、愛
知
県
営
尾
張
水
道
用
水
か
ら
の
受

水
を
開
始
し
ま
し
た
。尾
張
水
道
用
水
は
岐
阜
県

の
中
ほ
ど
に
位
置
す
る
金
山
町（
現・下
呂
市
）に
建

設
さ
れ
た
岩
屋
ダ
ム
を
水
源
と
し
、馬
瀬
川
、飛
騨

川
を
経
て
木
曽
川
か
ら
取
水
し
た
水
を
尾
張
地
域

に
給
水
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
は
、市
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
、ダ
ム
を
水
源
と
す
る
水
で
、こ
れ
を
機
に
、

市
の
主
水
源
は
深
井
戸
に
よ
る
地
下
水
か
ら
、尾
張

水
道
用
水
を
経
由
す
る
ダ
ム
の
水
へ
と
大
き
く
転

換
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

桃
山
配
水
場
で
は
、桃
山
町
の
県
水
受
水
ポ
ン
プ

場
で
県
営
水
道
よ
り
受
水
し
た
８
万
２
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
県
水
と
、町
屋
送
水
場
か
ら
送
ら
れ
る

８
７
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
自
己
水
を
受
け
入
れ
、そ

れ
を
一時
的
に
貯
水
し
た
の
ち
、東
山
配
水
場
へ
１
万

２
８
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、松
本（
現・東
神
明
）配
水

場
と
王
子（
現・神
屋
西
）配
水
場
へ１
万
５
９
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
を
送
水
し
、桃
山
配
水
区
へ
６
万

２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
配
水
す
る
計
画
で
し
た
。

そ
の
た
め
、桃
山
配
水
場
か
ら
東
山
配
水
場
と
松
本

配
水
場
への
送
水
施
設
と
し
て
、ポ
ン
プ
設
備
と
ポ
ン

プ
室
、補
助
電
源
室
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、桃
山
配
水
池
か
ら
直
接
配
水
す
る
１
日

桃山町・県水受水ポンプ場 受水池神屋町・神屋西配水場 配水池
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最
大
配
水
量
は
６
万
２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
し

た
が
、既
設
の
配
水
池
容
量
は
４
０
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル
だ
っ
た
た
め
、新
た
に
２
つ
の
配
水
池
を
設
置
し

ま
し
た
。１
つ
は
内
径
30
メ
ー
ト
ル
、有
効
水
深
７

メ
ー
ト
ル
で
、容
量
５
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、も
う

１
つ
は
内
径
47
メ
ー
ト
ル
、有
効
水
深
７
メ
ー
ト
ル

で
、容
量
１
万
２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。

　
一方
、市
西
部
、東
部
地
域
へ
安
定
し
た
給
水
を
行

う
た
め
、昭
和
49
年
７
月
に
は
西
部
地
域
の
基
盤
施

設
で
あ
る
知
多
配
水
場
に
貯
水
量
１
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
新
配
水
池
を
整
備
し
た
の
に
続
き
、50

年
３
月
に
は
東
部
地
域
の
東
神
明
町
に
内
径
30
メ
ー

ト
ル
、有
効
水
深
７
メ
ー
ト
ル
で
、容
量
５
０
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池
を
備
え
た
東
神
明
配
水
場

を
整
備
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
１
日
あ
た
り
最
大

５
万
９
８
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水
能
力
を
確
保

し
ま
し
た
。

　

廻
間
送
水
場
は
、１
日
７
２
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル

か
ら
９
６
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
浄
水
す
る
施

設
へ
と
増
強
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、大
和
配
水
場

か
ら
直
接
配
水
で
き
な
い
地
域
を
解
消
す
る
た
め
、

昭
和
50
年
３
月
、明
知
町
、西
尾
町
の一部
へ
給
水
す

る
増
圧
ポ
ン
プ
２
台
を
備
え
た
明
知
増
圧
ポ
ン
プ
場

を
明
知
町
地
内
に
整
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、昭
和
50
年
９
月
に
は
、住
宅
開
発
が
進

む
神
屋
町
西
部
の
高
台
に
貯
水
量
１
０
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
貯
水
池
を
備
え
た
神
屋
西
配
水
場
を

整
備
し
、東
神
明
配
水
場
か
ら
送
水
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
に
入
る
と
、創
設
時
か
ら
市
民
の
貴

重
な
水
源
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
鳥
居
松

配
水
場
の
深
井
戸
施
設
が
老
朽
化
し
、取
水
量
も

年
々
減
少
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、昭
和
51
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
愛
知
県
公
害
防
止
条
例（
現・県
民
の
生

活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
）に
よ
り
、当
市
も

地
下
水
の
揚
水
規
制
区
域
と
な
り
、地
下
水
を
水
源

と
す
る
鳥
居
松
配
水
場
が
基
幹
施
設
で
あ
っ
た
市
の

給
水
体
系
に
も
転
換
の
時
期
が
迫
って
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、３
つ
の
配
水
池
を
合
わ
せ
た
貯
水
量

が
２
万
１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
桃
山
配
水
場
を

基
幹
と
す
る
給
水
体
系
へ
と
転
換
を
図
り
ま
し

た
。そ
の
結
果
、昭
和
56
年
９
月
、創
設
期
か
ら
四

半
世
紀
に
わ
た
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

鳥
居
松
配
水
場
は
そ
の
役
割
を
終
え
、廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
給
水
体
系
の
転
換
に
伴
い
、新
施
設
の

整
備
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

春
日
園
配
水
場
は
、西
尾
町
地
区
の
住
宅
地
へ
給
水

す
る
た
め
、昭
和
59
年
９
月
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

計 画 給 水 区 域 上田楽町、東山町、玉野町、大泉寺町、中切町、松河戸町、上野町、坂下町、神屋町、
熊野町、桜佐町、王子町

昭和60年度
20万人（昭和60年度）
110,000m3（地下水27,560m3、木曽川総合用水82,000m3、愛知用水440m3）
深井戸からの地下水・木曽川総合用水・愛知用水
地下水（稲口町、藤山台）・県水受水（桃山町、高森台）
重力式急速ろ過方式
昭和47年度～60年度
昭和47年4月1日～平成4年3月31日
61億6,700万円
60億2,811万円

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

鳥
居
松
配
水
場
の
廃
止
と

新
施
設
整
備

第5期拡張事業計画

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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こ
の
施
設
は
、市
で
唯
一の
貯
水
量
50
立
方
メ
ー
ト
ル

の
鋼
鉄
製
高
架
タ
ン
ク
を
備
え
た
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、昭
和
61
年
３
月
に
は
、配
水
場
か
ら
自
然

流
下
に
よ
り
配
水
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
に
給

水
す
る
た
め
、廻
間
加
圧
ポ
ン
プ
場
と
東
山
加
圧
ポ

ン
プ
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、昭
和
61
年
９
月
に
は
、貯
水
量
１
２
３
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池
を
備
え
た
神
屋
東
配
水
場

を
整
備
し
、神
屋
工
業
団
地
内
に
は
、こ
こ
か
ら
送

水
ポ
ン
プ
で
配
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、昭
和
63
年
９
月
に
は
、神
屋
東
配
水

場
と
神
屋
西
配
水
場
の
間
に
、貯
水
量
１
３
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池（
高
区
３
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
、低
区
１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
二
層
式
）を
備

え
た
神
屋
中
配
水
場
を
整
備
し
、神
屋
町
、坂
下

町
地
区
に
給
水
を
始
め
ま
し
た
。こ
の
配
水
場
は
、

東
神
明
配
水
場
か
ら
神
屋
東
配
水
場
へ
の
送
水
管

か
ら
分
岐
し
て
受
水
し
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
を
水
源
と
す
る
県
営
水
道
か
ら
の
受
水
は

年
々
増
加
し
、平
成
２
年
度
に
は
給
水
量
の
６
３
・

１
％
、９
年
度
に
は
６
８
・
６
％
を
占
め
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、降
水
量
の
少
な
い
年
に
は
ダ

ム
の
貯
水
量
が
減
少
し
、市
民
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
61
年
８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
３
か
月
間
は
、

過
去
41
年
間
で
最
小
降
雨
と
な
り
、木
曽
川
用
水

管
理
運
営
協
議
会
は
10
月
か
ら
上
水
道
、工
業
用

水
、農
業
用
水
に
対
し
て
、ま
ず
５
％
の
節
水
を
実

施
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、11
月
か
ら
は
20
％
に
ま
で

節
水
が
強
化
さ
れ
た
た
め
、市
は
初
め
て
渇
水
対

策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。そ
し
て
、翌
昭
和
62

年
１
月
に
節
水
が
緩
和
さ
れ
る
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な

渇
水
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
６
年
に
は
、渇
水
に
よ
り
尾
張
水
道

用
水
給
水
地
区
で
は
節
水
が
、愛
知
用
水
に
依
存

し
て
い
た
高
蔵
寺
ニュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
で
は
さ
ら
に
時

間
断
水（
10
日
間
）が
行
わ
れ
る
と
い
う
事
態
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
５
期
拡
張
事
業
は
昭
和
48
年
、51
年
、54
年

と
３
度
の
事
業
計
画
変
更
を
経
て
、平
成
４
年
３

月
に
１
日
最
大
11
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水
能
力

を
備
え
た
施
設
整
備
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
第
５
期
拡
張
事
業
で
は
水
源
の
転
換
に
係

る
整
備
と
と
も
に
、各
配
水
場
の
無
人
化
を
目
的

と
し
た
遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
を
桃
山
配
水
場

に
整
備
し
、現
在
の
水
道
体
系
の
基
礎
を
築
き
ま

し
た
。そ
の
意
味
で
、数
々
の
拡
張
事
業
の
中
で
も

特
に
意
義
深
い
重
要
な
事
業
で
し
た
。

初
の
渇
水
対
策
本
部
を
設
置

20
年
に
わ
た
っ
た
拡
張
事
業

西尾町・春日園配水場 高架タンク
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